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１．はじめに 

 道路設計や視距検討は現在 2 次元図面で行われて

いる．したがって，道路や周辺物を 3 次元的考慮す

ることが困難であるため，道路視距改良は必ずしも

容易ではないと考える． 

２．MMS データの利用 

 MMS1)とは高精度 GPS 移動型測定装置であり，道

路面や道路周辺物の形状を，3 次元位置座標を保持し

た無数の点群データとして取得することができる．

また，それらの点データには色や時間といった情報

も付随している． 

 3D-CAD を用いて MMS データから道路面や道路

周辺物の形状を正確に再現し，道路視距不良箇所の

検出に利用する． 

３．自動視距判別システム 

 提案する自動視距判別システムとは下記 2 つのプ

ロセスを合わせたものである． 

1)視距確認オブジェクトの生成 

 まず MMS データの保持する色情報から自動的に

線形を抽出する 2)．次に，C++で開発したプログラム

を用いて，抽出した線形から自動車の走行軌跡を求

める．そして図－1 のように，道路構造令による設計

速度に対応する確保すべき視距の距離に応じて，走

行軌跡上に図－2 の視距確認オブジェクトを 3 次元

的に配置する． 

2)視距確認オブジェクトとの干渉確認 

 Autodesk社のNavisWorksの干渉確認機能を用いて，

配置した視距確認オブジェクトと法面やガードレー

ル，建物などの道路周辺物との干渉を自動的に抽出

し，視距不良箇所を検出する． 

４．ケーススタディ 

 縦断勾配の有無による自動視距判別システムの適

用性を考察するために，以下の 2 箇所において適用

を行った． 

 

1)カーブ地点（縦断勾配なし） 

 福井県の国道26号線上のあるカーブ地点において，

設計速度を時速 30km/h としたところ，2 箇所の不良

箇所が検出された（図－3）．地点 A では擁壁に，地

点 B では雑木林によって視距が妨げられていた（図

－4，5）．そこで地点 A において改良設計案を 2 案提

案した 4)． 

図－1 視距の確保（文献 3）より転載）
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図－2 視距確認オブジェクト 

視距確認オブジェクト
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図－3 カーブ地点での干渉確認 
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2)ループ地点（縦断勾配あり） 

 1)とは異なる対象地の全長約 700m のループ地点

において，まず初めに設計速度を時速 30km/h とした

ところ不良箇所は検出されなかったが，設計速度を

時速 40km/h とすると，5 箇所の不良箇所が検出され

た（図－6）．5 箇所ともガードレールにより視距が妨

げられていた（図－7）． 

５．終わりに 

 MMS データを視距確認に用いるメリットとして，

現況の道路および周辺構造物を 3 次元的に考慮する

ことが挙げられる．従来の 2 次元図面を用いた方法

に比べても短時間で広範囲にわたって確認すること

ができた．また，自動視距判別システムは縦断勾配

の有無に関わらず適用可能であると示すことができ

た．今回は限定した範囲のなかで適用可能であった

が，今後，MMS データから道路線形を抽出する過程
2)に改良を加え，道路全線において適用可能を目指す

ものとする． 
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図－4 擁壁による視距不良箇所（地点 A） 図－5 雑木林による視距不良箇所（地点 B）

図－6 ループ地点での干渉確認 図－7 ガードレールによる視距不良箇所 
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